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牛寺殊本融寸論 No.2 速度の合成則 (特殊相対論 No.10参照 )

1.静止系 Kか らの観沢1

(a)静止系 κ から見て,速 さyで動 く座標系 κ′の原点の座標 χ および速 さυで動 く物体

の位置 χを求め,以下の表を完成 させなさい .
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(b)縦軸にK系の時刻 ι,横軸にκ 系からみた位置 χ,Xを とって,上の表をグラフに描

きなさい。傾きは速さを表すので,以下では tan θ=y,tan 9=υ としよう。

2.速 さyで動くX′ 系からの観沢1

(a)速 さyで動いている系κ′から見て,κ 系の原点の位置χノと物体の位置χ′,お よびそ

れぞれの速さ7,プ を求め,以下の表を完成させなさい。
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(b)2.の 表の値を,1.で描いたグラフの中から読み込むためにκ〔系の世界線上に時刻ιノの

目盛をとりなさい.    ｀

3.2つ の座標系から見た物体の速さυ,ノ の関係式 (速度の合成則)を求めなさい。

T,げ _v



4。 (速度の合成則)ι
―″座標系で,○(0,0),P(10,10),Q(10,5),R(10,0)と する。

(a)κ
′
系から見た物体の速さプをグラフから読み取りなさい。
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(b)三角形 OPQに対して正弦定理を使 うことによつて,ノ =:号 を計算し,速度の合成則

を導出しなさい。

oo     PQ

'瓶 (母
―v) S)、 lVヽ′)・

哺囃号=七戦争‐硼慨Y瑚二十 -71:7≡

一方式
ヱQ    Dし

′
      旬`

ノ

面
｀
ギ蘭 τ =而

t†、 ヵ゙、21

υ
l・

け_∨

5。 Galilei変換の式は

と書くことができる。

(a)式 (1)か ら,速度の合成則を導きなさい。υ′=子 を計算する.
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(b)も う一度で微分することにより,加速度を求めなさい。♂圭
子 を計算する.Newton

の運動方程式は,Galilei変 換に対して不変であるか。
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6。 今 日の講義でわかったこと 。わからなかつたこと・感想などを書きなさい.(自 由記載)
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